
１．消　防　出　動　概　要

令和７年（件） 令和６年（件）

23 21
3.8% 3.5%

58 36
9.4% 6.0%

77 51
12.5% 8.5%

404 455
65.8% 75.4%

0 0
0.0% 0.0%

52 40
8.5% 6.6%

日平均（件）

令和7年１月～令和7年１２月

消防・救急出動概要

資料№30 厚生消防常任委員会所管事務報告資料
令和8年3月12日【消防署消防救助課・救急課】

出動種別 増減（件） 出動人員（人）

火災
2 435

警戒
22 499

（構成比）

（構成比）

救助
26 1077

調査
12 167

水防
0 0

（構成比）

（構成比）

危険排除
-51 1221

（構成比）

火  災  出  動 消防隊による消火活動が必要である火災を覚知したときの出動

警  戒  出  動

（構成比）

合計 614 603 11 3399 1.68

調  査  出  動
事後に覚知した火災の調査、災害調査又は、消防行政の観点から現
場調査若しくは情報収集の必要があると認められる出動

火災と紛らわしい事象又は、火災発生の恐れのある事象若しくは危険
物の漏洩、ガス臭又は、 ガス漏れ事故を覚知したときの出動

危険排除出動
公共危険、人命危険及び財産を損なう危険が予想される事象又はこ
れらの危険が予想される自然事象(水災を除く)を覚知したときの出動

水  防  出  動
大雨等により、水災の発生又は、発生の恐れがあることを覚知したと
きの出動

救  助  出  動
災害又はその他の事故により生命、身体に現実に危険が及んでいる
要救助者を安全な場所に救出するときの出動
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※小数第2位を四捨五入し、小数第1位までで表記。

※1その他は、転院搬送・加害・自損行為・労働災害などの救急車要請事案を含む。
○出動件数は昨年同期より273件多い。
○ＣＰＡとは・・・心肺機能停止状態をいう。
○分娩事案：0件。
○ドクターヘリ要請事案：12件（ヘリ搬送7件）。
〇RRV出動件数：0件。

人 ▲17.6%
(2.3%) (3.0%)

そ　の　他
（上記以外）

※1

382 人 335 人
47

交　通
61 人 74 人

-13

人 14.0%
(14.5%) (13.6%)

人 6.1%
(68.0%) (67.9%)

一　般　負　傷
416 人 379 人

37

急　病
1,772 人 1,670 人

102

人 9.8%
(15.8%) (15.4%)

事故種別 令和7年（Ａ） 令和6年（B) （A)-(B) 増減

増減
内65歳以上 内65歳以上

2,631 人 2,458 人 1,770 人 1,628

搬送人員

令和7年（Ａ） 令和6年（B)
令和7年 前年同期

（A)－（B)

人 173 人 7.0%

(28.2%) (28.1%)

合計 3,413 件 3,140 件 273 件 8.7% 134 件 9.4 件

2.6 件件 9.4% 24 件
件

83

救
急
署
所
別

南救急
964 件 881

5.1% 48島松救急

本署救急

件 2.7 件

(29.1%) (30.1%)

件

(42.7%) (41.8%)
10.8% 62 件 4.0

993 件 945 件
48 件

142 件
1,456 件 1,314 件

2．救　急　出　動　概　要

令和7年1月～令和7年12月

出動件数 令和7年（Ａ） 令和6年（Ｂ） （A）-（B） 増減 CPA 日平均
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